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卒業生インタビュー

ものづくりの探求のため早稲田大学へ進学

　立教新座高等学校卒業後、早稲田大学創造理工学部へ入学しました。総
合機械工学科への進学を決めたのは、機械やものづくりに携われる点、そし
て、座学だけでなく実際に手を動かし学べる点に強く惹かれたからです。入
学してまだ１カ月ほどですが、期待していた通りの充実した学生生活を送れ
ています。
　ものづくりへの関心が高まったのは、「SASUKE」というテレビ番組がきっ
かけです。人々がフィールドアスレチックに挑む姿に感動し、自分も選手とし
て参加したいとトレーニングを開始。トレーニング用の設備を自作したところ、
ものづくりの楽しさに目覚めたのです。
　アスレチック、ものづくり、さらには部活動で取り組んでいた卓球など、中
学生の時からいろいろなことに夢中になっていました。そんな時、自由な校
風の立教新座を知り、「この学校ならやりたいことに何でも挑戦できる」「自
分らしさを磨ける」と進学しました。

オブスタクルスポーツとの出会いと挑戦

　「オブスタクルスポーツ」は「SASUKE」から派生した競技です。私がこ
の競技に出会ったのは、高校２年の時。遊びに行ったアスレチック施設で、
スタッフの方に教えていただいたのが始まりです。それからは頻繁に施設に
通い、自宅の設備も改装してトレーニングを本格化させていきました。
　高校３年の４月に、初めて参加した大会で男子シニアクラス上位入賞を果
たし、なんと、世界大会「World Obstacle UIPM 2025 OCR ワールドチ
ャンピオンシップス」に挑戦することができました。結果は、予選を突破でき
たものの、決勝トーナメントで満足のいくレースができず、とても悔しかった
です。しかし、自分が世界を舞台に戦う日が来るとは夢にも思っていなかった
ため、自身の成長を感じられる大会にもなりました。

自分の可能性を広げられる環境

　高校生活で特に思い出に残っているのは、３年の１２月に友人２人と参加し
た「SASUKE 甲子園 2025」です。残念ながら 2nd ステージで敗退。この
時も悔しさの残る結果にはなってしまいましたが、３人で特訓した日々や 1st

ステージを突破して喜びを分かち合った瞬間は、何ものにも代えがたい時間
でした。
　友人たちは、それまでオブスタクルスポーツとは無縁でしたが、出場を決
めてからは日々練習に励み、着実に力をつけていったのです。２人のように、
立教新座の生徒は自分の好きなこと、やってみたいことに熱中し、活躍して
いる人がとても多いと感じます。スポーツやゲーム、学業など、自分の興味
を突き詰めている人はたくさんいます。物理や数学が好きだった私も、選択
科目では積極的に理系科目を履修していました。好きなことに熱中できる環
境だったからこそ、他大学進学という道も開かれたのだと思います。
　高校３年間で、かけがえのない友人や恩師はもちろん、オブスタクルスポ
ーツを通じてさまざまな人との出会いもありました。たくさんのつながりや自
分の「好き」を力に変え、今度は世界戦でメダルを獲得できるよう特訓を続
けていきたいです。

2023年 4月 立教新座高等学校入学
2025年 9月 World Obstacle UIPM 2025
 OCRワールドチャンピオンシップス出場
2025年12月 SASUKE甲子園2025出場
2026年 3月 立教新座高等学校卒業
2026年 4月 早稲田大学創造理工学部総合機械工学科入学
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Student Distribution by Area

Area Distribution

地域ごとの分布を見ると、通学圏が想像以上に広がっていること、
そして実際に通える距離であることがわかります。

635人

980人
2026年度
入学者

新座駅利用

志木駅利用

その他
徒歩、自転車、バスなど

13分10分
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東京都

市区町村別通学データ

通学エリア構成比

新座駅派?
26 年 4月入学生※に
見る利用駅
※立教新座中学校からの入学者は含まず

23 区外 中学 高校
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 86 人 130 人
 13.6% 13.3%

神奈川県

千葉県

 中学 高校
宇都宮市 2 1
 2 人 1 人
 0.3% 0.1%

栃木県

埼玉県

東京都

神奈川県 千葉県 栃木県

23区 中学 高校
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 ２２.5% 34.5%

 中学 高校
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  0.2%

東京都埼玉県

神奈川県 千葉県 栃木県

群馬県

中学

高校

73.9 %

58.4 %

22.5 %

34.5 %

1.6 %

4.6 %

1.7 %

2.2 %

0.3 %

0.1 %

0.2 %

TOKYO SAITAMA KANAGAWA CHIBA GUMMATOCHIGI

通学エリア
立教新座は中高ともに、生徒の通学区域、通学時間に制限はありません。
では、生徒たちはどこから通っているでしょうか？
2026年４月１日現在の全校生徒の情報から探ってみました。
みなさんがお住まいの地域にも立教新座生がいるかもしれません。

どこから通ってる？

SAITAMA
東武東上線とJR 武蔵野線の 2 路線が利用できるから、
近さ、通いやすさを生かした
通学圏が広がっています。

近隣だけでなく東西エリアから通学

TOKYO

469人 73.9 %

中学 572人 58.4 %

高校

都内からの通学が中心
中学・高校ともに、最も多いのが東京エリアからの通学。
都内主要駅からのアクセスの良さが、多くの生徒に選ばれている理由です。

143人 22.5 %
中
学 338人 34.5 %

高
校

KANAGAWA CHIBA
地域によっては少し時間はかかる
ものの、乗り換えが少なく、
無理のない通学が可能です。

千葉方面からは武蔵野線を利用

11人 1.7 %
中学

22人 2.2 %
高校

TOCHIGI / GUMMA 2人 0.3 %

1人 0.1 %

中学

高校 2人 0.2 %
高校

栃木県宇都宮市からは、毎年 1～２名の生徒が通学。群馬県前橋市や近年では
茨城県つくば市、取手市などからの通学実績も。自身の目標に向けた進路選択といえます。

栃木・群馬など、遠方からの通学例も

中学10人1.6 %
高校45人 4.6 %

都心経由や武蔵野線を利用して
幅広い地域から通学しています。

神奈川県は広範囲から通学

interview
世田谷区から、片道約１時間半かけて通学しています。立教新座を選んだ理由は、野球にしっかり打ち込める広いグラウンド
や充実した施設があったことと、学校見学の時に「授業が楽しそう」と感じたことです。中高一貫校なので、受験に追われず、
のびのびと野球に集中できる環境にも魅力を感じました。通学中は、英単語のリスニングをしたり、興味のある本を読んだり
して過ごしています。移動時間が長いからこそ、音楽を聴くことも増えて、今ではギターを弾くのが趣味になりました。長い
通学時間も、ただ大変なだけではなく、自分の好きなことや新しい興味を見つけられる時間だと思っています。[高2]
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2026 年 4 月 1 日現在
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137人
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125人

41人 32.8%

72人
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中学東京都全体　 73.9%　　　高校東京都全体　58.4%

スクール
バス 徒歩

江戸川区から通っていて、通学
時間は１時間くらい。男子校と
いう環境と綺麗なサッカーグラウ
ンドに惹かれて入学しました。[高3]

入学してから約１カ月。
１時間半の通学にも
慣れました！

三郷市からは約１時間。陸上競
技部が強豪として有名なこともあって
立教新座を選びました。今年もイ
ンターハイ出場を目指します！[高3]

横浜市から約１時間かけて通学。付
属校でラグビー部があること、高校から
私服登校ができる自由な校風に惹か
れて立教新座を選びました。[高3]

柏市からは約１時間。大学付属
であることや、自由な校風、綺
麗で広い施設環境に魅力を感じ
て立教新座を選びました。

志木駅派?

通学時間も、自分を成長させる時間。
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